
令和３年度「学びの保障・充実のための学習者用デジタル教科書実証事業」
実施状況（令和３年５月時点 ）

１．参加自治体数
本事業は、全都道府県において実施され、全1,788自治体のうち、1,377自治体が参加。

２．参加学校数
小学校段階約7,900校、中学校段階約4,300校、計約12,200校が参加し、それぞれ全体の約40％で実施。

３．教科等の実施状況
①小学校
算数（32％）が最も多く、次いで社会（17％）、国語（15％）、理科（11％）、英語（10％）での導入が多い。

②中学校
英語（30％）が最も多く、次いで数学（25％）、理科（23％）、国語（12％）での導入が多い。

教科名 国語 書写 社会 地図 算数 理科 生活 音楽 図画
工作

家庭 保健 道徳 英語

割合 15％ ２％ 17％ ２％ 32％ 11％ ２％ ４％ ２％ ３％ ２％ ３％ 10％

教科名 国語 書写 地理 歴史 公民 地図 数学 理科 音楽 器楽 美術 保体 技術

割合 12％ 0.5％ ７％ ３％ ７％ ２％ 25％ 23％ 3％ 1％ ２％ 2％ 3％

教科名 家庭 英語 道徳

割合 2％ 30％ ５％
※１ 本資料の数値全体については、現在導入にあたり調整中の学校があることから、暫定的なものである。
※２ 全自治体数は、全都道府県47＋全市町村数1,718＋特別区23の合計数である。
※３ 特別支援学校や義務教育学校は、小学部と中学部をそれぞれ１校として計算している。
※４ 学年毎に複数教科実施している学校があり重複して計上しているため、割合の合計が100％を超える。
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